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北 方 林 業 研 究 室

蓋.カ ラ マ ツ 林 の 施 業 技 術 に 関 す る 研 究}

柿 原 道 喜 。 今 田 盛 生

中 井 武 司 。 青 木 尊 重

カ ラマツは、北 海道 地方 で もっとも主体 をなす造林樹種 であ って、 昭和41年 現在、 その面積

は約40万'maにts達 しているoし か し、造林 の歴史が浅いため、北海道地方に論い て もっと も造

林 の確実 な樹種ではあるが、造 林方法、保 育方法について多 くの問題点 を残 して い るo北 海道 演 替

林において も、 カラマツは造 林の主体樹種で あって、 昭和42年 現在、造 林面積の約90%を 占

め る800haの 造 林地の出現 をみ、 その適 切な保育、保護 方法の解 明の必要 に迫 られてい るoこ

の よ うな観点 か ら、 カラマッ林 の合理的 施業法を明 らかにす る ことを 目的 として各 種の試験 を実

行 中であるが、本年度 は昭和33年 度に設定 した固定標準地8個 の1o年 間 の調査結果(表 一1

)に も とつい て2,3の 検 討 を こころみた。表一1か らは、(1)十 勝地 方の カラマツ林(北 方林業

Vokig,海4.)と 比 較す る と、図一1に み られ るよ うに、演習林 の場合 は十勝地方 の平均 よりや

や悪い こ と(2)野 兎 鼠 に よる被害が 激 しいため、成立本数 の減少 が著 しく、10年 生 林分では、

ha当 り平 均本数は 葉,82o本 に す ぎず、植裁当時の平均 本数2,489本 に くらべる と27%(66o

本)の 滅少 をみている ことな どが認 め られ る。

平均樹高に対す る競争 開始 の密度表(四 手井)に よる と、平均樹高7mの カ ラマツ林 ではha

嶺 り2,250本 とな ってい るので、 この よ うな見地か らみ て も、本演 習林の カ ラマツ林 の成立本数

は少 ない といえ る。 このこ とは表一 肇か ら認 め られ るよ うに成立本数ど胸高直径の問 に相関 々係が

ない こ とか らも首肯 され る。また、密度 を高 くすれば、単木材積 は小 さ くなるが、幹 の生産量 は

多 くなる こ とが認め られて訟 り、単に材積生産量 を増す こ とのみ を考えれば、高密度に林分 を維

持す るこ とが良い とされてい る。 カラマツ林分管理表(四 手井)に よる と、平均樹高8mの 場合、

疎林 分の密度は2,o3o本 、 密林分の密度は5,448本 、 その材積は、疎林分92.6㎡ 、 密林分

118.5㎡ となってい る。本演習林の カラマツ林の密度は、 この表 の疎林分に該 当 してお り、材

積生産量 を増す とい うご とのみを考えれば高密度を維持す るよ うに密植す るこ とが望 凌れ る。 し

か し、高密度を維持す る場合には、小丸太材(間 伐材)の 需 要状況、諸被害を防 ぐため除伐、技

打、間伐な どの保育作業が適確に行 なえ るか否か、 あるいは植裁費の増加 と下刈費の減少の稲互



関係 な どについて、充 分な る検討 を加え て齢 く必嬰が ある。 この よ うな点について、 今後、さ ら

に検 討を加え、経営 の 目標、施業の集約度 に応 じた合理 的な植裁 本数を明 らかに してい く予 定で

ある。

表一・肇 カラマ ッ永久 プロッ ト生長量調査表



注1・Nは 本数・Hは 平圃 高・Dは 平均離(1965鰻 では概 直径・1964鰐

降は胸舶 径)

2.EJプ ロ ヅ トは被害 が激 しいのでFは1965年 よ り」は1961年 よ り測定 中止

図一1樹 高 生 長 の 比 較
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